
 海外における日本食ブームはすでにすっかり定着した感もありますが、近年にわかに人気

が高まっている地域がアジアを始めとする新興国です。 

 たとえば、今年の築地の初競りでは、３４２キロのクロマグロが１９９９年以降の最高値

である３,２４９万円で落札されました。競り落としたのは、東京銀座の高級寿司店「久兵

衛」と香港の寿司チェーン「板前寿司」で、両者は共同購入し半分ずつ分け合ったそうです。

高級マグロは中国でも人気が高く、日本の業者との間で落札競争が激しくなっています。 

 アジアの日本食ブームはファーストフード業界にも広がっています。たとえば、大戸屋は

２００５年にタイに海外１号店を出して以来、アジアで積極的に展開。２０１３年までにア

ジア１００店舗体制を目指しています1 。さらに吉野家は、２０１１年１月末時点ですでにア

ジア圏に３４７店舗を展開し、８月には、タイの首都バンコクにも１号店のオープンを予定

しています。  

 こうした日本の外食企業が海外、特にアジアへの進出に力を入れている要因には、日本国

内の消費停滞に加え、アジア諸国の力強い需要が挙げられます。かつて日本では戦後の経済

成長に伴い、食生活がインスタント食品などの加工食品からファミリーレストランなどの外

食へと変化してきました。いまアジアの各国も同じような軌跡をたどっているのかもしれま

せん。 

 さらなる成長を求めて日本企業が進出している新興国。資産運用も新興国に目を向けてみ

てはいかがでしょうか？ 
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(出所)吉野家 2011年１月末時点 

（1）出所：大戸屋 
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